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研究の要約 

近年，グローバル化や情報通信技術の進展に伴い，先行きが不透明な社会へと移行しており，この

ような変化の激しい社会を生き抜くために必要な資質・能力の育成が求められている。学校教育にお

いては，単なる知識や技能だけでなく自ら深く考え，児童生徒が自ら課題を設定し，解決策を見いだ

す等の主体的に学ぶ力を育成する必要がある。課題発見・解決に向けた主体的・協働的な学びを実現

する上で，ＩＣＴの活用は思考を可視化し表現することや，学習内容の理解を深めたりする等，確か

な学力の育成に資するものである。 

そこで，ＩＣＴ活用に係る全県調査や研究協力員のレポート，先進校視察から，ＩＣＴの活用と児

童生徒に身に付けさせたい力との関連について考察した。その結果，課題を発見し解決する学習にお

いてＩＣＴの活用は，「課題発見」「情報収集」「整理・分析」「まとめ・創造・表現」のどの学習

過程からでも柔軟に学習を始めることを可能にし，学習過程の往還的な進行を促すことで，児童生徒

の状況に応じた学習場面をデザインすることや，即時的に情報収集することができること等，課題発

見・解決をより効率的に進める可能性を見いだすことができた。これらのことを踏まえ，本研究で

は，ＩＣＴを活用した協働して学びを深める授業モデルの作成を通して，主体的に学ぶ力を育成する

学習指導について提言する。 

研修効果の測定の理論とその具体的な方策について検討し，教育センター等における研修効果の測定

に関する知見を得るとともに，研修講座の改善の方向性を示すことを目的とするものである。 

研究の方法としては独自に開発した質問紙を用い，研修を受けた主体の意識や行動の変容を測定する

とともに，その変容に影響を及ぼしていると考えられる職場の同僚性やメンタリングに関する変容度の

測定を行った上で，両者の相関性を明らかにすることとした。 

その結果，講座の改善に資する注目すべき研修内容を抽出し，学校の組織風土イメージの一端を類型

化して記述することができた。同時に，このことから研修効果の測定に関する理論及びその方法の有効

性を確かめることができた。また，意識や行動の変容と同僚性やメンタリングとの間に存在する相関性

を指摘するに至った。しかしながら，それと同時に，その関係性の希薄さから，本県における研修風土

が未だ醸成されていないことを新たな仮説として措定する結果となった。 
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はじめに 
あ近年，我々を取り巻く社会は，グローバル化や情

報通信技術の進展に伴い，先行きが不透明な社会へ

移行している。このような変化の激しい社会におい

ては，自立した一人の人間として力強く生きていく

ために必要な資質・能力の育成が求められている。

このような社会では，知識や技能を定型的に適応し

て解ける問題は少なく，知識自体の更新も加速して

いくため，絶えず新しい知識の獲得に向かう必要が

ある。学校教育においては，児童生徒が獲得した知

識を基に，多くの情報から何が重要かを主体的に判

断し，自ら課題を設定し，その解決を目指し，他者

と協働しながら新たな価値を生み出す主体的な学び

を創造していく必要がある。 
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あ広島県教育委員会（平成26年）は，「広島版『学

びの変革』アクション・プラン」を策定し，これま

での「知識ベースの学び」に加え，「コンピテンシ

ーの育成を目指した主体的な学び」を促す教育活動

を積極的に推進している。知識を活用し，他者と協

働して新たな価値を生み出せるかがそのポイントと

なる。 

あ文部科学省（平成23年）は，「教育の情報化ビジ

ョン」で，子供たちが21世紀を生き抜く力を身に付

ける上で，これまでの一方向・一斉指導に加え，子

供たち一人一人の能力や特性に応じた学びや，子供

同士が教え合い学び合う協働的な学びなど，新しい

学びを創造し，教育の質の向上を図ることが重要で

あると述べている。さらに，そのためには，時間

的・空間的な制約を超え，双方向性を有する等のＩ

ＣＴの特長を生かした授業づくりをしていくことが

有効であることも示されている(1)。 

あまた，文部科学省（平成23年～25年）は，「学び

のイノベーション事業」において，ＩＣＴの活用に

より主体的な学びを引き出し，ＩＣＴの特性を生か

した教材を有効に活用して効果を高めようという試

みが行われている(2)。 

あこれらのことから，ＩＣＴを活用した協働的な学

習において，児童生徒の深い学びや今後必要となる

資質・能力の育成について，さらに取組を進めてい

く必要があることが分かる。 

あこれまでの研究において，教科等の指導における

ＩＣＴの効果的な活用の実践事例は多くある。しか

し，児童生徒の汎用的な力の育成に視点を当てた学

習指導にＩＣＴの効果的な活用を組み合わせた研究

はまだ始まったばかりである。 

あそこで，本研究では，これからの社会に必要な

「主体的に学ぶ力」を明らかにし，広島県内の学校

におけるＩＣＴ活用の実態把握や研究協力員のレポ

ート分析，先進校等の視察を基に，ＩＣＴを活用し

た協働して学びを深める授業モデルを作成し，その

力を育成する学習指導について提言していく。 

 

Ⅰ 研究の内容と計画 
 

１ 研究の内容 
本研究の内容は次のとおりである。 

○ 先行研究並びに文献研究の調査 

○ 子供たちの主体的に学ぶ力を育成する学習指導

の在り方の理論構築 

○ アンケート調査等による，広島県の授業におけ

るＩＣＴ活用等の現状と課題の把握と分析 

○ 研究協力員のレポート分析 

○ 先進校等の視察 

○ ＩＣＴを活用した協働して学びを深める授業モ

デルの作成 

○ 研究のまとめ 

 

２ 研究の計画   

 

研 究 内 容 等 期 間 

 
 
○ 先行研究並びに文献研究 
○ アンケート調査による授業における

ＩＣＴ活用等の実態調査・集計 
○ 先進校等の視察，研究協力員のレポ

ート分析 
○ 授業モデルの作成 
○ 分析と考察，研究のまとめ 
○ 研究発表 
 
○ 先行研究並びに文献研究 
○ 授業実践 
○ 成果と課題の整理 
○ 分析と考察，研究のまとめ 
○ 研究発表  

 
【一年次】 
４月～９月 
９月～10月 

 
10月～12月 

 
12月～１月 
１月～２月 

２月 
【二年次】 

４月 
５月～７月 
５月～11月 
11月～２月 

２月 

 

Ⅱ 研究の基本的な考え方  
 

１ 主体的に学ぶ力とは 

あ文部科学省（平成25年）は，第２期教育振興基本

計画において，「今正に我が国に求められているも

の，それは，『自立・協働・創造に向けた一人一人

の主体的な学び』である。」1)と示した。グローバ

ル化や少子化・高齢化など社会の急激な変化の中に

あっては，各自が生涯にわたって自己の能力と可能

性を最大限に高め，様々な人々と協調・協働しつつ

自己実現と社会貢献を図ることが必要となる。この

計画では，「自立」「協働」「創造」の三つの方向

性を実現するための生涯学習社会の構築を目指して

おり，教育は，人々の主体的・能動的な成長をもた

らすものとして一層重要性を増すとされた(3)。 

あこれまでも，さまざまな領域で人間育成の目標が

検討されてきた。内閣府（平成15年）による「人間

力」(4)厚生労働省（平成16年）による「就職基礎能

力」(5)経済産業省（平成18年）による「社会人基礎

力」(6)文部科学省（平成20年）による「学士力」(7)

などはその例である。その内容は，基礎学力や専門

的な知識，技能だけではなく，より汎用的な認知・

社会的スキルが求められていることが見て取れる。
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そして，その傾向は，社会人基礎力や学士力など，

近年になるほど顕著である。 

あ国立教育政策研究所（平成25年）は，教育課程の

編成に関する基礎的研究の中において「21世紀型能

力」を提案した。これは，学力の三要素を「課題を

解決するため」の資質・能力の視点で再構成し，現

行学習指導要領が目指す知・徳・体を総合的に関連

付けて捉えた上で，これからの学校教育で身に付け

させたい資質・能力として示したものである。中核

に「思考力」を位置付け，思考力を支える「基礎

力」，思考力の使い方を方向付ける「実践力」の三

円モデルで表現されている。それぞれの内容を，表１

に示す。 

 

表１ 学校教育で身に付けさせたい資質・能力 

基礎力 
言語，数，情報（ＩＣＴ）を目的に応じて

道具として使いこなすスキル 

思考力 

一人一人が自ら学び判断し自分の考えをも

って，他者と話し合い，考えを比較吟味して

統合し，よりより解や新しい知識を作り出

し，さらに次の問いを見付ける力 

実践力 

日常生活や社会，環境の中に問題を見付け

出し，自分の知識を総動員して，自分やコミ

ュニティ，社会にとって価値ある解を導くこ

とができる力，さらに解を社会に発信し協調

的に吟味することを通して他者や社会の重要

性を感得できる力 

 

あ白水始（2015）は，その育成のポイントを「使っ

て，育てて，21世紀を生き抜くための『21世紀型能

力』」と表現している。 

「使って」には子供の潜在的な学ぶ力を引き出し

て使うこと，「育てて」には自分が力を使えている

ことを自覚し伸ばすこと，「21世紀を生き抜く」に

は力を実践的な問題解決・発見に活用し21世紀の社

会と自らの人生の質を上げることを意味している。

この考え方の背景について，白水（2015）が挙げた

ものを稿者が表２にまとめた。 

 

表２ 「21世紀型能力」の背景にある考え方 

○ すべての人は潜在的な『学ぶ力』をもって生まれて

くる。 

○ 子供は資質・能力を使ったほうがよく学ぶ。 

○ 資質・能力の質を高める自覚と学習活動が大切であ

る。 

 

あこのことは，人が自らの学ぶ力を自分自身で引き

出す主体的な学びが「学び続ける」ことに繋がるこ

と，そのためには他人との協調・協働活動が有効で

あることを示している。さらに，その質を高めるた

めには，自分自身の学習を方向付ける力が欠かせな

い。 

あ奈須正裕（平成26年）は，学習について，自分に

とって適切な目標を設定し，それに照らして妥当な

学習計画を立案，遂行し，目標と現状との関係を吟

味し，必要があれば計画を修正するといった，複雑

な制御過程を伴うプロセスであり，この制御をつか

さどるのが「メタ認知」であると述べている。また

メタ認知能力の要素として，表３に示すような二つ

を挙げている。 

 

表３ メタ認知能力の要素 

○ 自分の学習過程をもう一人の自分が時々刻々とモニ

ターし，状況に応じて制御する認知スキル 

○ 自分自身の認知的なリソースに関する知識（メタ知

識） 

 

あこのメタ認知能力が高い子供は，新たな領域を一

から自力で学び進められる。つまり主体的に学ぶこ

とが可能である。さらに，子供たちを質の高い問題

解決者へと育て上げるために必要な学力を示した。こ

れらの学力の関係を稿者が整理したものを図１に示

す。 

 

メタ認知 

一段高いメタな位置にあって，すべてを監視し，ある

いは鳥瞰的に把握することで個々の学習や問題解決がよ

りよく成し遂げられるよう調整する役割を果たす。 

領域固有知識 

○ 「単なる事

実」に関する

暗記的・連想

的知識 

○ 意味的理解

を伴う領域固

有の知識・技能 

教科の本質 

○ その教科な

らではのもの

の見方や考え

方，処理や表

現の方法 

汎用的スキル 

○ 汎用的認知

スキル 

○ 意欲・自己

調整能力 

○ 社会スキル 

図１ 質の高い問題解決のための学力 

 

あまた，広島県教育委員会（平成27年）は，コンピ

テンシーの育成を目指した主体的な学びを推進して

いる。この主体的な学びとは，学習者自らが学びを
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展開するような「能動的な学び」「学習者基点の学

び」「深い学び」といった側面をもつ。この学びを

通して，学習者は，学んだ知識をつなげて新たな知

識を生み出したり，新たな学びを展開したりするこ

とができる。 

あこれからの社会を生きていくためには，領域固有

の知識・技能に加えて，思考力や学び方の学びなど

の認知スキル，協力しながらよりよい解を導くなど

の社会スキルの育成が求められている。本研究では

主体的に学ぶ力を次のように定義し，表４のように

整理した。 

 

表４ 本研究における主体的に学ぶ力について 

 

２ 主体的に学ぶ力を育成するＩＣＴを活用

した協働して学びを深める授業 
(1) ＩＣＴの特長を生かした授業 

あ近年の情報社会の波は従来の教育を大きく変える

ところまできている。ＩＣＴ機器やインターネット

の普及により，児童生徒は，本物の相手や現実世界

の様子，知識を手軽に見付けることができ，教師が

与える情報よりはるかに多い情報を利用し，新たな

知を創り出すことが可能となっている。 

あ文部科学省（平成27年）は，平成26年度文部科学

白書「未来に向かう教育再生の歩み」において，Ｉ

ＣＴの特長について，時間的・空間的制約を超える

こと，双方向性を有すること，加工・編集などのカ

スタマイズが容易であることなどを挙げ，学校にお

けるＩＣＴの活用は，子供たちに分かりやすい授業

を実現するとともに，課題発見・解決に向けた主体

的・協働的な学びを実現する上で効果的であると述

べている。ＩＣＴを活用し，ＩＣＴの特長を生かし

た授業を展開することは，分かりやすい授業を実現

するとともに，本物の相手や現実世界をはじめ，他者

とのかかわりの中で高次の学力の育成に向けた学び

につながっていくと言える。 

あ文部科学省（平成26年）は，「学びのイノベーシ

ョン事業実証研究報告書」（以下「学びのイノベー

ション」とする。）の中で「ＩＣＴを活用すること

により，学びの場において『一斉指導による学び

（一斉学習）』に加え，『子供たち一人一人の能力

や特性に応じた学び（個別学習）』，『子供たち同

士が教えあい学び合う協働的な学び（協働学習）』

を推進していくことが重要である。」2)と述べてい

る。また，「ＩＣＴを活用した授業では，『一斉学

習』『個別学習』『協働学習』それぞれの学習場面

が相互に組み合わされた学びの場が形成され，ＩＣ

Ｔの特長を生かすことでより分かりやすく理解が深

まる授業の実現が可能となる。」3)と述べている。

特に，子供たち同士が教え合い学び合う協働的な学

びでは，ＩＣＴを活用し,お互いを高め合う学びを

通して，思考力，判断力，表現力など高次の学力を

育成することが可能となると述べられている。学び

のイノベーションで示されている学習場面に応じた

ＩＣＴ活用事例を稿者が表５にまとめた。なお，太

枠は稿者によるものである。 

 

表５ 学習場面に応じたＩＣＴ活用事例 

一
斉
学
習 

教師による教材の提示：電子黒板等を用いた分か

りやすい課題の提示 

個
別
学
習 

個に応じる学習：一人一人の習熟の程度などに応

じた学習 

調査活動：インターネット等による調査 

思考を深める学習：シミュレーション等を用いた

考えを深める学習 

表現・制作：マルチメディアによる表現・制作 

家庭学習：タブレットＰＣ等の持ち帰りによる家

庭学習 

協
働
学
習 

発表や話合い：考えや作品を提示・交換しての発

表や話合い 

協働での意見整理：複数の意見や考えを議論して

整理 

協働制作：グループでの分担や協力による作品の

制作 

学校の壁を越えた学習：遠隔地の学校等との交流 

教科等に必要な固有の知識や技能 

教科等の本質 

教科等に必要な固

有の知識や技能を，

既有のそれと関連付

けたり組み合わせた

りしながら，様々な

場面で活用できる知

識・技能として体系

化し，問題の解決に

向けて，他者と話し

合い，考えを比較・

吟味して，よりよい

解や新しい知識を創

り出すこと，さらに

その過程における自

分の学び方を振り返

り，次の学びへと向

かわせる力 

認
知
ス
キ
ル 

・知識を活用する力  

・論理的に思考する力  

・批判的思考力  

・課題を発見・解決する力  

・新たな価値を創造する力  

・学習活動を振り返り，改

善する力 

社
会
ス
キ
ル 

・自律的活動力 

・人間関係形成力 

・社会参画力 
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あ以上のことから，表５に示したような各学習場面

におけるＩＣＴの活用事例を参考にし，それぞれの

学習場面を組み合わせ，協働的な学びを効果的に展

開することが，主体的に学ぶ力を育成することにつ

ながると言える。 

(2) ＩＣＴを活用した協働して学びを深める授 

 業 

あ広島県教育委員会（平成27年）は，協働について

「課題解決や目標に至る過程を共有し交流・探究す

ることによって相互に学び合い，支え合い，深め合

うこと」4)と示している。また，協働的な学習につ

いて「課題解決や目標に至る過程を共有し交流・探

究することによって相互に学び合い，支え合い，深

め合う学習」5)としており，単なるグループ学習と

区別している。さらに，坂本旬（2008）は，協働を

教育現場に取り入れる意義について，協働そのもの

に教育的価値があると述べ，協働的な学習は探究学

習の一形態であるとも述べている。このように教育

的価値があるとされる協働的な学習について秋田喜

代美（2012）が挙げた利点を，稿者が表６にまとめ

た。 

 

表６ 協働的な学習の利点 

１ 

説明や質問を行うことで自分の不明確な点

が明らかになったり，より深く理解できるよ

うになったりする理解深化の働き 

２ 

集団全体としてより豊かな知識ベースをも

つことができるので，限られた時間内で思考

が節約でき，アクセス可能，利用可能な知識

が増える点 

３ 

相手の反応などの社会的手掛かりによっ

て，自己の認知過程や思考のモニタリング

（評価調整）ができるという点 

４ 

やりとりをすることで学び合う仲間の中へ

の参加動機が高められ，同じ課題に向けて意

見や活動を共有することによって，グループ

意識が高まる点 

 

あ協働的な学習は，課題解決に向け，探究的に学習

する過程で，他者と互恵的に関わり，学びを深め合

う学習であり，表６に挙げられるように多くの利点

が挙げられる。 

あしかし，茂木一司（2010）は協働性について，常

に安定を求めやすいことから，相互に触発的な関係

性を循環させ，関係性の変化をデザインしていく必

要があると述べている。また，秋田（2012）は，実

際の学習の流れは順次直線的に進むのではなく，子

供たちの状況に応じて往還的に進行することになる

と述べている。本研究においては，子供たちの状況

に応じた学習場面をデザインし学習過程の往還的な

進行を促すものがＩＣＴの活用であると考える。 

あ秋田（2012）は，協働的な学習に係って，「ＩＴ

の発展が，学級の中だけでなく，学級を超えて他の

クラスの生徒が教材でどのような考え方があったの

かを共有しあったり，学年をこえて過去の生徒の作

品から学びあったり，専門家の人など，教室を超え

て様々な人が協働しあう学習環境や，コミュニケー

ションネットワークの構築も可能である」6)と，Ｉ

ＣＴ活用に大きな期待をしている。時間的・空間的

な制約を超え，双方向性をもつＩＣＴの特長を生か

すことで，協働的な学びをさらに深めることが可能

になると言える。 

あ以上のことから，ＩＣＴを活用した協働して学び

を深める授業とは，課題解決に向け，探究的に学習

する過程で，ＩＣＴの活用によって児童生徒の状況

に応じた学習場面をデザインし学習過程の往還的な

進行を促す授業であり，児童生徒が双方向に教え合

い学び合って，よりよい解や新しい価値を見いだす

などして，学びを深める授業であると考える。本研

究で焦点化するＩＣＴを活用した協働して学びを深

める授業のポイントと活用例について，稿者が表７

に整理する。 

 
表７ ＩＣＴを活用した協働して学びを深める授業の

ポイントとＩＣＴの活用例 

協働して学びを深める

授業のポイント 
ＩＣＴの活用例 

発表や話合い：考えや

作品を提示・交換をし

て発表したり話し合っ

たりする。説明や質問

を行い，不明確な点を

明らかする。 

・情報端末や電子黒板等

を用いて，個人の考え

を整理して伝え合う。 

・情報端末を使ってテキ

ストや動画で表現や考

えを記録・共有し，何

度も見直しながら話し

合う。 

協働での意見整理：複

数の意見や考えを議論

して整理することで，

限られた時間内での思

考を促す。アクセス可

能，利用可能な集団全

体としての知識を増や

す。 

・情報端末を用いて，学

習課題に対する互いの

進捗状況を把握しなが

ら作業する。 

・情報端末等を用いて，

互いの考えを視覚的に

共有する。 
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協働制作：同じ課題に

向けてグループでの分

担や協力による作品の

制作，評価，改良を行

う。意見や活動を共有

することにより，学び

合う仲間の中への参加

動機が高まる。 

・情報端末を用いて同時

並行で他者の進み具合

や全体像を意識して作

業する。 

・写真・動画等を用いて

作品を構成する際，表

現技法を話し合いなが

ら制作する。 

学級や学校の壁を越え

た学習：遠隔地や海外

の学校等との意見交換

や情報発信などを行

う。 

・インターネットを用い

て他校の子供たちや地

域の人々とリアルタイ

ムで交流する。 

・テレビ会議等により学

校外の専門家と交流し

て，通常では体験でき

ない専門的な内容を聞

く。 

 

あ主体的に学ぶ力を育成するための主体的な学びを

よりよく展開するためには，前述したようなＩＣＴ

のもつ力を発揮させ，課題発見から解決に至るまで

の道筋の中で有効的に協働した学びを通して，学び 

 

 

 

 

を深めていく必要があり，その具体的な授業設計を

本研究の中で示していく。 

(3) 本研究の構想 

 変化の激しい社会を生き抜くことのできる資質・

能力を育成するためには，基礎的な知識や技能に加

え，認知スキルや社会スキルなどの主体的に学ぶ力

を身に付けることが重要である。広島県教育委員会

（平成26年）は，これからの教育の方向性として，

これまでの「知識ベースの学び」に加え，「コンピ

テンシーの育成を目指した主体的な学び」を促す教

育活動を積極的に推進することを示している。そこ

にＩＣＴを効果的に活用することで，学習者基点の

能動的な深い学びとなる主体的な学びを支援するこ

とができるものと考える。さらにＩＣＴの活用は協

働して学びを深める学習を推進させ，学びを深く豊

かにできるであろうと考える。 

 そのようなＩＣＴを活用した協働して学びを深め

る学習指導をする中で，全ての人がもつ潜在的な学

ぶ力を引き出し，使うことにより主体的に学ぶ力を

育成していけるものと考える。 

以上のような本研究の構想を図２に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図２ 研究構想図 
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Ⅲ 本研究における授業モデルについて 

 

１ 全県アンケート調査 

(1) 調査の目的 

 広島県内の公立小学校，中学校，高等学校及び特

別支援学校（広島市を除く）の授業におけるＩＣＴ

活用等の実態を把握する。 

(2) 調査の基本構成 

 調査項目とその内容について，資料「授業におけ

るＩＣＴ活用等に関するアンケート調査」に示す。 

(3) 調査方法，調査対象及び調査期間 

調査方法 

 質問紙調査 

調査対象及び回収率 

 各県市町教育委員会※ 23／23   100% 

 公立小学校※      291／340  85.6% 

公立中学校※      155／172  90.7% 

公立高等学校※      3／3    100% 

県立高等学校       82／82   100% 

県立特別支援学校   21／21   100% 

 総計              576／641  89.9% 

 ※ 広島市を除く 

調査期間 

 平成27年10月19日～11月13日 

 

(4) 調査結果の分析 

ア ＩＣＴ機器整備の充実度と授業におけるＩ 

ＣＴ活用の進度 

 各学校が思うＩＣＴ機器の整備状況の充実度と授

業でのＩＣＴ活用の進度の間に，小学校，中学校，

高等学校で，正の相関関係（小学校r=0.54 中学校

r=0.72 高等学校r=0.75）が見られた。ＩＣＴ機器

の整備状況の充実度と授業でのＩＣＴ活用の進度に

ついて図３に示す。ＩＣＴ機器の整備と授業への活

用は関係し合うことが分かる。太枠部分は充実度や

進度の度合をそれぞれ表している。（度合５～７を

高とし，１～３を低としている。） 

イ  学習指導におけるＩＣＴ活用の期待と効果 

あ学習指導におけるＩＣＴ活用の期待と効果につい

ての結果を次頁表８にまとめた。ＩＣＴ機器の充実

度や授業でのＩＣＴ活用の進み具合の高低にかかわ

らず，８割以上の学校では，学習指導におけるＩＣ

Ｔ活用について「興味・関心が高まる」「理解が深

まる」に対して期待をしており，また，効果を得て

いると捉えていることが分かる。 

あ一方で，本研究において定義する主体的に学ぶ力

に関する項目（太枠の部分）について焦点を当てて

みると，それらの力の育成に期待や効果を得ている

と捉えている学校があることが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ ＩＣＴ機器の整備についての充実度と授業でのＩＣＴ活用の進度 
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44 

41 

87 

80 

4 
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16 

20 

34 

37 

40 

58 

0 

2 

1 

0 

3 

5 

4 

7 

7 6 5 4 3 2 1

20% 45% 

25% 50% 

28% 54% 

26% 52% 

34% 52% 

32% 48% 

5% 71% 

33% 38% 

充 実 度 及 び 進 度 

小学校（n=291）中学校（n=155）高等学校（n=85）特別支援学校（n=21） 

ＩＣＴ機器の整備についての充実度 

 

授業でのＩＣＴ活用の進度 

ＩＣＴ機器の整備についての充実度 

 

授業でのＩＣＴ活用の進度 

ＩＣＴ機器の整備についての充実度 

 

授業でのＩＣＴ活用の進度 

ＩＣＴ機器の整備についての充実度 

 

授業でのＩＣＴ活用の進度 

小
学
校 

中
学
校 

高
等
学
校 

特
別
支
援
学
校 
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表８ 学習指導におけるＩＣＴ活用の期待と効果（％） 

  

興
味
・
関
心
が
高
ま
る 

基
礎
・
基
本
が
定
着
す
る 

理
解
が
深
ま
る 

既
有
知
識
を
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
る 

知
識
や
情
報
を
基
に
論
理
的
に

思
考
す
る
こ
と
が
で
き
る 

批
判
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き

る 目
的
に
応
じ
た
適
切
な
判
断
が

で
き
る 

思
考
を
可
視
化
し
表
現
す
る
こ

と
が
で
き
る 

新
た
な
価
値
を
創
造
で
き
る 

学
習
活
動
を
振
り
返
り
改
善
で

き
る 

課
題
を
発
見
で
き
る 

課
題
を
解
決
で
き
る 

課
題
へ
の
取
組
を
持
続
す
る
た

め
の
自
己
管
理
が
で
き
る 

児
童
生
徒
同
士
の
教
え
学
び
合

う
機
会
が
増
え
る 

他
の
児
童
生
徒
と
協
働
し
て
課

題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る 

小学校 
98 

(98) 

53 

(37) 

89 

(81) 

40 

(23) 

38 

(21) 

11 

(4) 

32 

(16) 

76 

(50) 

27 

(12) 

45 

(26) 

55 

(41) 

62 

(48) 

15 

(7) 

52 

(36) 

57 

(31) 

中学校 
99 

(98) 

46 

(37) 

83 

(74) 

43 

(32) 

43 

(28) 

14 

(5) 

30 

(19) 

81 

(54) 

26 

(12) 

55 

(34) 

48 

(42) 

45 

(30) 

20 

(9) 

50 

(33) 

54 

(34) 

高等 

学校 

98 

(98) 

42 

(36) 

81 

(72) 

44 

(39) 

44 

(29) 

12 

(4) 

33 

(24) 

80 

(60) 

31 

(16) 

56 

(41) 

48 

(41) 

48 

(38) 

19 

(12) 

53 

(33) 

60 

(41) 

特別支

援学校 

100 

(100) 

52 

(48) 

90 

(62) 

48 

(33) 

24 

(10) 

0 

(0) 

14 

(14) 

57 

(38) 

14 

(5) 

90 

(67) 

57 

(33) 

57 

(43) 

5 

(5) 

57 

(29) 

48 

(29) 

小学校（n=291）中学校（n=155）高等学校（n=85）特別支援学校（n=21） 上段：効果を期待すると回答した学校  

                           下段：効果が得られていると回答した学校 

 

あさらに，それらの項目の内どの項目に期待が高い

かについて見たところ，表９に示すように，本研究

の設定したテーマに関する「他の児童生徒と協働し

て課題に取り組むことができる」「課題を解決でき 

 

表９ 学習指導におけるＩＣＴ活用の期待の高い項目 

項 目 割合（%） 

思考を可視化し表現することができる 77 

他の児童生徒と協働して課題に取り組

むことができる 
56 

課題を解決できる 55 

課題を発見できる 52 

児童生徒同士の教え学び合う機会が増

える 
52 

学習活動を振り返り改善できる 52 

既有知識を活用することができる 42 

知識や情報を基に論理的に思考するこ

とができる 
40 

目的に応じた適切な判断ができる 31 

新たな価値を創造できる 27 

課題への取組を持続するための自己管

理ができる 
16 

批判的に考えることができる 11 

（n=552） 

る」「課題を発見できる」の項目について期待が高

いことがうかがえた。 

あ「課題を発見できる」と「課題を解決できる」の

両方及びどちらかいずれかについてＩＣＴ活用を期

待している学校について見ると，表10に示すように

小学校及び特別支援学校で７割，中学校及び高等学

校で６割の学校が，課題発見や解決にＩＣＴ活用の

効果を期待していることが分かる。また，期待して

いると回答した学校の内，５割が効果を得ていると

捉えていることも分かった。 

 

表10 課題発見や解決へのＩＣＴ活用の期待と効果 

 

期待している学校 

期待していると回答

した学校のうち効果

を得ている学校 

回答した

校数(校) 

回答した

割合(％) 

回答した

校数(校) 

回答した

割合(％) 

小学校 216 74% 172 59% 

中学校 94 61% 82 52% 

高等 

学校 
52 61% 46 54% 

特別支

援学校 
15 71% 11 52% 

小学校（n=291）中学校（n=155）高等学校（n=85） 

特別支援学校（n=21） 
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表11 課題発見や解決に期待する学校における学習指導へのＩＣＴ活用の期待（％） 

  

既
有
知
識
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る 

知
識
や
情
報
を
基
に
論
理
的
に
思
考
す
る
こ

と
が
で
き
る 

批
判
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る 

目
的
に
応
じ
た
適
切
な
判
断
が
で
き
る 

思
考
を
可
視
化
し
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る 

新
た
な
価
値
を
創
造
で
き
る 

学
習
活
動
を
振
り
返
り
改
善
で
き
る 

課
題
へ
の
取
組
を
持
続
す
る
た
め
の
自
己
管

理
が
で
き
る 

児
童
生
徒
同
士
の
教
え
学
び
合
う
機
会
が
増

え
る 

他
の
児
童
生
徒
と
協
働
し
て
課
題
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る 

小学校 46 44 14 41 80 33 50 16 61 68 

中学校 53 52 22 35 82 33 63 28 53 63 

高等学校 52 54 19 38 83 40 62 27 58 63 

特別支援学校 75 67 0 100 56 0 73 0 50 50 

小学校（n=291）中学校（n=155）高等学校（n=85）特別支援学校（n=21） 

 

あさらに，課題発見や解決に対するＩＣＴの活用を

期待する学校においては，表11に示すように，小学

校，中学校及び高等学校では６割以上，特別支援学

校では５割の学校が「他の児童生徒と協働して課題

に取り組むことができる」項目に回答している。課

題発見や解決に合わせて協働した課題への取組にお

いても，ＩＣＴの活用を期待する学校が多いと考え

る。さらには本研究に関わる各項目においても，期

待する学校が見られる。 

あこれらのことから，協働した課題発見・解決を通

した主体的な学びを促すために必要な力の育成にＩ

ＣＴの活用が期待されていることがうかがえる。 

あ以上のことから，課題発見や解決，協働した課題

への取組を始め，本研究で主体的に学ぶ力と定義し

た汎用的なスキルを育成する上で，ＩＣＴの活用に

期待している学校や実際に効果を得ることができて

いると捉えている学校があることが分かった。 

あ課題を発見し解決する学習において，ＩＣＴを活

用することで可能となる学習活動を仕組むことによ

り，本研究が目指す主体的に学ぶ力を育成すること

ができると考える。 

 

２ 研究協力員のレポート 

あ研究協力員は，身近にあるＩＣＴ機器の効果的な

活用や，先進的機器を活用した授業実践，特別支援

教育におけるＩＣＴ活用の特色ある取組を行ってい

る学校に依頼した。研究協力員には，様々な学習過

程でのＩＣＴ活用をはじめ，協働して学びを深める

授業でのＩＣＴ活用やＩＣＴ活用の効果として児童

生徒に身に付けさせたい力を記入してもらった。 

あ研究協力員のＩＣＴを活用した授業実践について

課題発見・解決の学習過程から「課題発見」「情報

収集」「整理・分析」「まとめ・創造・表現」に整

理し，まとめた。また，研究協力員が考える各授業

で身に付けさせたい力については，課題解決の各学

習過程におけるものではなく，一つの課題発見・解

決のサイクルで身に付けさせるものと考える。研究

協力員のレポートから，課題発見・解決における学

習過程に次に挙げるケースが見られた。 

(1) 課題発見・解決における各学習過程が順序

よく形式通りに行われているケース 

あ次頁表12は課題解決における各学習過程が順序よ

く形式通りに行われている例である。授業実践①，

②とも教師が提示した課題に対し，ＶＴＲやインタ

ーネットで情報収集し，まとめ表現している。他者

と協働し活動する姿も見られる。 
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表12 課題解決における学習過程① 

課題解決の過程 

課題発見（把握）  →    情報収集    →    整理・分析   → まとめ・創造・表現 

・教師から提示され

た問題を解決する

ための課題を見い

ださせる。 

・課題を解決するた

めに必要な情報を

収 集 し 蓄 積 さ せ

る。 

・課題に応じて収集

した情報を比較検

討させ，客観性，

信頼性について考

察させる。 

・考えをまとめ，解

決策を創造させ，

発表させる。 

授
業
実
践
① 

学習活動 

・提示された教材資

料から，問題を解

決するための課題

をつかませる。 

・課題を解決するた

めに必要な情報を

教材ＶＴＲから収

集させる。 

・各個人で，ＶＴＲ

からの情報を整理

し，解決策を考え

させる。 

・グループで各個人

の解決策を検討し

合い，課題の解決

策 を ま と め さ せ

る。 

・解決策をビデオカ

メラで撮影し電子

黒板に投影し発表

させる。 

ＩＣＴ

活用 

機器 ＰＣ，電子黒板 ＰＣ，電子黒板 － 
ビデオカメラ，電子

黒板 

目的 課題の明確化 情報収集 － 
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン，発表 

この授業で身に

付けさせたい力 

知識を活用する力，論理的に思考する力，根拠に基づいて判断する力，考えを表現する力，課題

を発見する力，課題を解決する力，他者と協働する力 

授
業
実
践
② 

学習活動 

・教師が提示した解

決すべき課題を把

握させる。 

・Ｗｅｂ上から課題

を解決するために

必要な情報を収集

させる。 

・課題に応じてＷｅ

ｂ上から収集した

情報について検討

したことをノート

にまとめさせる。 

・グループで各個人

がまとめたノート

を基に話合いをさ

せ，個人の考えを

再構築させながら

課題の解決策をま

とめさせる。 

・発表させ情報の共

有化を図る。 

ＩＣＴ

活用 

機器 ＰＣ，プロジェクタ 
ＰＣ（インターネッ

ト） 
－ 

実物投影機，プロジ

ェクタ 

目的 課題の明確化 情報検索・収集 － 
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン，発表 

この授業で身に

付けさせたい力 

根拠に基づいて判断する力，考えを表現する力，課題を発見する力，課題を解決する力，他者と

協働する力 

 

(2) 課題発見・解決における各学習過程が行き

来するケースや，一つの活動の中に複数のプ

ロセスが一体化しているケース 

あ次頁表13に示す授業実践③では，まずは観察から

分かった気付きを出し合い，課題発見につなげてい

る。課題を解決するためにタブレット型ＰＣを活用

して実験し，結果から分かることを協働して考えて

いる。課題発見のために情報収集から授業がスター

トしているケースである。 

あ表14に示す授業実践④では，プログラミングにつ

いて，自分の考えをまとめ，試行している。考えを

まとめながら整理・分析を行っている。 

あ表15に示す授業実践⑤では，タブレット型ＰＣを

家庭に持ち帰り，配付された資料を基に事前学習を

行ってきている実践である。課題発見から協働して

学習し，新たな課題に対して自己の考えをもたせて

いる。 

あ表16に示す授業実践⑥では，めあてを基にデジタ

ルカメラで情報収集し，テレビ会議システムを活用

して他者に伝える実践である。 
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表13 課題解決における学習過程② 

課題解決の過程 

情報収集→課題発見 → 情報収集／整理・分析 →  情報収集  →   整理・分析／ 

（把握）   ／まとめ・創造・表現             まとめ・創造・表現 

・観察結果からの「疑

問」を感じさせ課題

意識をもたせる。 

・課題解決に必要な情

報を収集させる。 

・収集した情報を基に

考察させる。 

・考えをまとめ，解決

策を創造させ，発表

させる。 

・解決策を実行し検証

させる。 

・収集した情報を基

に，疑問に対する

解を再構築させ，

新たな課題解決へ

の糸口をつくる。 

授
業
実
践
③ 

学習活動 

・個人のタブレット型

ＰＣに送信されたワ

ークシートに観察か

ら分かった気付きを

記入させる。 

・気付きを学級内で発

表し情報を共有させ

る。 

・個人のタブレットに

送信された教材（情

報）をヒントに，疑

問に対する解をペア

で推論させる。 

・学級内で発表し合い

ながら各ペアの考え

を再構成させる。 

・疑問に対する解につ

いて実験を行い検証

させる。 

・実験から分かること

を収集させる。 

・実験から分かった

ことを話し合わせ

る。 

・個人のタブレット

に新しい問題を送

信し，獲得した知

識 を 基 に 考 え さ

せ，知識の定着を

図る。 

ＩＣＴ

活用 

機器 

 

タブレット型ＰＣ， 

電子黒板 

 

タブレット型ＰＣ， 

電子黒板 

タブレット型ＰＣ， 

電子黒板 

タブレット型ＰＣ，

電子黒板 

目的 
情報収集，課題の明確

化，説明 
情報収集，発表 実験の機器 知識の定着 

この授業で身に

付けさせたい力 
論理的に思考する力，考えを表現する力，課題を発見する力，自らの意思を決定する力 

 

表14 課題解決における学習過程③ 

課題解決の過程 

   課題発見（把握）   →   まとめ・創造・表現  →  まとめ・創造・表現 

／情報収集・整理・分析 

・教師から提示された問題を

解決するための課題を見い

ださせる。 

・考えをまとめ，解決策を創

造させ，発表させる。 

・解決策を実行し，検証させ

る。 

・考えをまとめ，解決策を創

造させ，発表させる。 

授
業
実
践
④ 

学習活動 

・教師から提示された課題を

把握させる。（プログラム

による処理速度の違いの理

由） 

・既有知識を基に，個人で解

決策を考えさせ，プログラ

ミングソフトを用い検証さ

せる。 

・検証から得られた情報を基

にグループで協議し最善解

を導き出させる。 

ＩＣＴ

活用 

機器 － ＰＣ ＰＣ 

目的 － 演習 演習 

この授業で身に

付けさせたい力 

論理的に思考する力，課題を発見する力，課題を解決する力，新しいアイディアを生み出す力，

学習活動を振り返り改善する力，他者と協働する力 
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表15 課題解決における学習過程④ 

課題解決の過程 

課題発見（把握） → まとめ・創造・表現 →  情報収集  → まとめ・創造・表現 

・考えをまとめ，解決策

を創造させ，発表させ

る。 

・考えをまとめ，解

決策を創造させ，

発表させる。 

・課題を解決するた

めに必要な情報を

収 集 し 蓄 積 さ せ

る。 

・考えをまとめ，解

決策を創造させ，

発表させる。 

授
業
実
践
⑤ 

学習活動 

※反転学習 

(家庭での事前学習) 

・授業で活用する資料を    

教材データベースから

個人タブレット型ＰＣ

にダウンロードさせ，

自己の考えをワークシ

ートに記入させる。 

・自宅でまとめてき

た自己の考えを発

表させ，学級内で

共有する。 

・講義から自己の考

えを基にどのよう

な情報を収集する

べ き か 考 え さ せ

る。 

・事前にタブレット

型ＰＣにダウンロ

ードさせた資料を

見ながら講義を受

けさせる。 

・事前学習での自己

の考え及び講義か

ら 得 た 情 報 を 基

に，課題に対する

自己の新たな考え

を発表させる。 

ＩＣＴ 

活用 

機器 タブレット型ＰＣ － タブレット型ＰＣ － 

目的 課題の明確化 － 情報収集 － 

この授業で身に

付けさせたい力 

知識を活用する力，論理的に思考する力，根拠に基づいて判断する力，考えを表現する力，自ら

意思を決定する力，他者と協働する力 

※家庭にタブレット型ＰＣを持ち帰り，配付された資料を基に事前学習し，学校では協働的に学習を深めていく学習方法 

 

表16 課題解決における学習過程⑤ 

課題解決の過程 

情報収集         →     まとめ・創造・表現 

・課題を解決するために必要な情報を収集し蓄

積させる。 

・考えをまとめ，解決策を創造させ，発表させ

る。 

授
業
実
践
⑥ 

学習活動 
・課題を解決するために必要な絵カードやデジ

タルカメラで撮影した画像を集めさせる。 

・課題に応じて収集した絵カードや写真を使っ

て自分の考えをまとめさせる。 

・まとめた内容について，テレビ会議システム

を使って学級の友だちに発表する。 

ＩＣＴ 

活用 

機器 デジタルカメラ テレビ会議システム 

目的 情報収集 発表，コミュニケーション 

この授業で身に

付けさせたい力 
知識を活用する力，論理的に思考する力，考えを表現する力 

 

これらのように，課題解決における各学習過程の

流れは，学習過程が前後したり，一つの活動の中に

複数のプロセスが一体化していたりする場合が見ら

れた。 

以上のことから，研究協力員のレポート分析を通

して，課題を発見し解決する学習において，課題発

見，情報収集，整理・分析，まとめ・創造・表現の

一連の各学習過程が順序よく行われている場合や必

ずしも順番に行われていない場合があることが分か

った。課題発見をして情報収集する場合の他，授業

実践③のように，情報収集しながら課題発見を行う

場合もある。いろいろな学習過程のパターンがある

ことが分かった。学習のスタートをどの学習過程か

らでも始められることや，学習過程を一定の流れに

しておらず，そのことによって児童生徒に身に付け

させたい力の育成につなげようとしていることがう

かがえる。ＩＣＴを活用することにより，学習過程

の順序性にとらわれず，児童生徒の学習状況に応じ

て課題発見や解決のための学習を容易に行うことが

できていると考える。 

 

３ 先進校等の視察 
(1) 視察の概要 

総務省「先導的教育システム実証事業」(8)（事業

期間：平成26年度～平成28年度）及び文部科学省

「先導的な教育体制構築事業」(9)（事業期間：平成

26年度～平成28年度）が事業を一体的に行う３地域

（１地域あたり４校）のうちの１地域として佐賀県
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が採択されている。 

佐賀県では，独自の教育情報システムやテレビ会

議システムを活用しており，電子黒板やタブレット

型ＰＣを用いて学習したり，クラウドコンテンツを

活用したりする等，ＩＣＴを活用した児童生徒の主

体的・協働的に学ぶ授業づくりにおいて先進的な取

組をしている。 

視察の概要は次のとおりである。 

◯ 視察期間 平成27年12月15日～16日 

◯ 視察先と取組内容 
視察先 取組内容 

武雄市立北方
小学校 

一人一台のタブレット型ＰＣの配付と家
庭での利用によるスマイル学習（武雄式
反転学習）を行い，個別学習や協働学
習，発展的な学習に重点を置く取組を行
っている。スマイル学習実施教科と学年
は次のとおり 
 算数科：第３学年以上 
 理科：第４学年以上 
 国語科：第２学年～第４学年 

武雄市立北方
中学校 

一人一台のタブレット型ＰＣの配付と家
庭での利用によるスマイル学習（武雄式
反転学習）を行い，個別学習や協働学
習，発展的な学習に重点を置く取組を行
っている。スマイル学習実施教科と学年
は次のとおり  

数学科，理科：全学年 

佐賀県立武雄
高等学校 

Windows８を用いた実証研究（佐賀県独
自）を行っている。全教室に電子黒板が
設置され，一人一台のタブレット型ＰＣ
を用いた授業実践を重ねてきている。 

武雄市教育委
員会 

スマイル学習課が設置されている。ＩＣ
Ｔを活用した教育効果，検証等，東洋大
学と連携した取組を進めている。         

佐賀県教育セ
ンター 

「ＩＣＴ利活用推進を図る教職員研修プ
ログラム」の共同研究を進めている。 

佐賀県教育庁 

総務省・文科省と連携した事業「先導的
教育システム実証事業」「先導的な教育
体制構築事業」を受け，全県的にＩＣＴ
活用事業を展開している。 

 

(2) ＩＣＴを活用した特徴ある取組 

視察した授業において，ＩＣＴを活用した学習過

程を抽出し，その先進的な取組の概要と特徴を述べ

る。 

ア 武雄市立北方小学校 

◯ 視察授業  

・教科：算数科 「場合を順序よく整理して」 

・学年：第６学年１組 

児童は，家庭にタブレット型ＰＣを持ち帰って動

画を見て予習をしてきており，授業のスタートは動

画の内容確認から行われた。電子黒板に映し出され

た意見を共有する中で，本時のめあてにつなげてい

た。授業の導入部分（表17）では，考えの発表から

整理・分析の学習過程を経ており，課題解決の学習

の流れは一定方向に限ったものではない。子供たち

はＩＣＴを道具として活用し，自分の考えを他者に

分かりやすく伝えようとしていた。ＩＣＴを活用す

ることで基礎的・基本的な学習を効率的に習得する

とともに，協働的な学習を行うための時間を確保す

ることができており，他者と協働する力の育成や知

識を活用する力の育成等の効果が上がっていること

を子供たちの姿から感じることができた。 

 
表17 北方小学校の視察授業 （導入部分）  

 

イ 武雄市立北方中学校 

◯ 視察授業①  

・教科：学級活動「ネット社会の歩き方」 

・学年：第２学年 

あ生徒は，自宅で予習したことを基に，自分の考え

をワークシートに書き込んできている。班で個の考

えを共有し，班としての考えを整理する活動が仕組

まれていた。その際，班の代表者がタブレット型Ｐ

Ｃに意見を書き込み，電子黒板に班の考えを提示し

て全体交流を行っていた。全体交流をする中で，ま

た新たな課題を発見し，その課題について協働して

解決する姿が見られた。代表者がタブレット型ＰＣ

学習過程 学習活動 
ＩＣＴ活用 子供の姿 

（主体的に学ぶ力） 目的 ＩＣＴ機器 

表現 

 

 

 

整理・分析 

 

 

動画を見て分かったことを発

表する。 

 

 

めあての確認をして，グルー

プで話し合う。 

説明・資料提示 

 

 

 

説明・発表 

タブレット型Ｐ

Ｃ，電子黒板 

 

 

タブレット型Ｐ

Ｃ 

分かったことを意欲的に発言して

いる。 

（考えを表現する力） 

 

他者に説明したり，まとめ方を教

え合ったりしている。 

（論理的に思考する力） 
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に書き込む際も，互いにアドバイスをし合いながら

進めている生徒の姿から，考えを表現する力や他者

と協働する力に効果的であることがうかがえた。Ｉ

ＣＴを活用することにより，整理・分析したことを

即座に提示することができたり，まとめ直したりす

ることを効果的に行っている様子が見て取れた。ま

た，学習過程の行き来をスムーズに行っていた。学

習過程の流れとしては，まとめ・創造・表現をする

中で新たな課題発見につなげている。

 
表18 北方中学校の視察授業① （展開部分） 

学習過程 学習活動 
ＩＣＴ活用 子供の姿 

（主体的に学ぶ力） 目的 ＩＣＴ機器 

整理・分析 

 

 

 

まとめ・ 

創造・表現 

 

 

課題発見 

班で自分の考えを発表し意見

や感想を述べ，班としての考

えを整理する。 

 

整理したことを発表するため

にまとめる。 

 

 

新たな課題について考える。 

思考の可視化 

説明 

 

 

説明・発表 

 

 

 

資料提示 

タブレット型Ｐ

Ｃ 

 

 

タブレット型Ｐ

Ｃ，電子黒板 

 

 

電子黒板 

分かったことを意欲的に伝えてい

る。 

（知識を活用する力） 

 

代表者が班の考えをタブレット型

ＰＣに書き込み，班員はまとめ方

や説明を支援している。 

（新しいアイディアを生み出す力） 

 

◯ 視察授業②  

・教科：数学科「図形の調べ方」 

・学年：第２学年 

 図形の角度を求める際に生徒はタブレット型ＰＣ

を活用していた。タブレット型ＰＣに配付された資

料に補助線を引いたり，気付きを書き込んだりしな

がら，角度を求める方法を考えていた。タブレット

型ＰＣの画面を見せ合い，他者と協働して学び合う

ことにより，一人では思い付かない多様な解決方法

と出会うことができたり，数学用語を用いた説明の

仕方を互いに教え合ったりする姿を見ることができ

た。自信をもち発表する力や，他者を認め合う力を

育む協働学習をＩＣＴ活用により促進していること

がうかがえた。 

 
表19 北方中学校の視察授業② （展開部分） 

学習過程 学習活動 
ＩＣＴ活用 子供の姿 

（主体的に学ぶ力） 目的 ＩＣＴ機器 

整理・分析 

 

 

 

まとめ・ 

創造・表現 

 

班で自分の考えを伝え合い，

班としての考えをまとめる。 

 

 

全体で発表し，意見交流す

る。 

 

思考の可視化 

説明 

 

 

説明・発表 

 

 

タブレット型Ｐ

Ｃ 

 

 

タブレット型Ｐ

Ｃ，電子黒板 

 

分かったことを意欲的に伝えてい

る。 

（考えを表現する力） 

 

代表者が班の考えを，電子黒板で

自信をもって説明している。  

（他者を認め合う力） 

 

ウ 佐賀県立武雄高等学校 

◯ 視察授業  

・教科：コミュニケーション英語Ⅱ 「A Mission 

         beyond Our Imagination」 

・学年：第２学年４組 

あタブレット型ＰＣに自分の考えをまとめながらも，

内蔵の辞書やインターネットから同時に情報収集し，

調べたことをまとめに生かしている生徒の姿を見る

ことができた。また，タブレット型ＰＣの画面をグ

ループの人に見せ合い情報共有する中で，自分のま

とめに生かしている姿を見ることができた。各教室

に75インチサイズの電子黒板が導入されており，授

業支援システムによる双方向通信で，個の考えを全

体で意見交流していた。生徒は身近にあるＩＣＴを

適時活用し，情報収集したり，他者とともに整理・

分析したり，まとめたりすることを自然な形で行っ

ている様子からも，ＩＣＴを活用し，協働して学ぶ

中で，課題を解決する力，他者を認める力等を伸ば

していると感じることができた。 
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表20 武雄高等学校の視察授業 （展開部分） 

学習過程 学習活動 
ＩＣＴ活用 子供の姿 

（主体的に学ぶ力） 目的 ＩＣＴ機器 

整理・分析 

(情報収集) 

 

 

 

まとめ・ 

創造・表現 

 

各自タブレット型ＰＣのプレ

ゼンテーションソフトに書き

込みながらまとめる。 

 

 

グループや全体で考えを説明

し意見交流する。 

 

 

思考の可視化 

情報収集 

 

 

 

コミュニケーシ

ョン・思考の可

視化 

 

タブレット型Ｐ

Ｃ 

 

 

 

タブレット型Ｐ

Ｃ 

 

情報を整理し分類している。必

要に応じて電子辞書で情報収集

している。 

（論理的に思考する力） 

（課題を解決する力） 

あいづちを打ちながら他者の考

えを受け入れながら説明し合っ

ている。 

（他者を認め合う力） 

 

エ 考察 

あ佐賀県の取組として共通して言えることは，課題

を発見し解決する学習において，ＩＣＴを活用する

ことで学習過程の往還的な進行を促している点であ

る。ＩＣＴの活用は，学習過程の進行を限定せず，柔

軟に行うことを可能にしていることを示していると

言える。さらに，学習過程間の行き来もスムーズに

行うことを可能にし，協働学習を充実させることを

効果的に行うことをも可能にしていると言える。 

あさらに，協働学習を充実させることにより，主体

的に学ぶ力の育成も推進していくことができると示

唆される。 

 

４ ＩＣＴを活用した協働して学びを深める

授業モデル 

(1) 授業モデルの基本的な考え方 

あ本研究では，社会に必要な汎用的な力を「主体的

に学ぶ力」としている。田村学（2015）は，汎用的

能力を「論理的に考えたり他者に分かりやすく表現

したりする実社会で活用できる能力」としている。ま

た，田村（2015）は，汎用的能力を育成するポイン

トとして「探究的な学習」を挙げ，次の表21のよう

に探究のプロセスを示している。 

 

表21 探究のプロセス 

実社会や実生活における問題について，子供が自ら課題
を設定する。 

探究の過程
を経由する 

課 題 の
設定 

体験的な活動を通じて課題意識
をもつ 

情 報 の
収集 

必要な情報を取り出したり，収
集したりする 

整 理 ・
分析 

収集し，取り出した情報を整
理・分析する 

まとめ 
・表現 

気付きや発見，自分の考えなど
をまとめ，判断し，表現する 

自らの考えや課題が新たに更新され，探究の過程が繰り
返される。 

あ広島県教育委員会（平成27年）は，「主体的な学

び」を促す教育活動として，自ら課題を見付け，よ

りよく解決していく「課題発見・解決学習」を推進

している。「課題発見・解決学習」の過程と活動を

表22のように示している。 

あまた，広島県教育委員会（平成27年）は，「これ

らはいつも順序よく形式通りに繰り返されるわけで

はなく，順番が前後することもあるし，一つの活動

の中に複数のプロセスが一体化して同時に行われる

場合もある。また，この過程は，（中略）何度も繰

り返され，スパイラルに高まっていく。」7)と示し

ている。 

 

表22 「課題発見・解決学習」の過程と活動 

課題の設定 

互いの願いや疑問等を共有して，実現や

解消に向けて問題となっている課題を見い

だす活動 

情報の収集 
既習の知識や技能を活用し，体験を通し

た気付きや情報を蓄積する活動 

整理・分析 
蓄積した情報を整理・分析して，思考す

る活動 

まとめ・ 

創造・表現 

考えをまとめ，課題の解決策を創造し，

他者に伝える活動 

実行 課題の解決策を実施する活動 

振り返り 新たな課題解決の挑戦へとつながる活動 

 

あ一方，広島県内のＩＣＴ活用に係るアンケート調

査，研究協力員のレポート分析，先進校等の視察 

を通して主体的に学ぶ力を育成するためにＩＣＴを 

活用することについては次のことが明らかになった。 

① 主体的に学ぶ力の育成には，授業において自ら

課題を発見し解決する学習が重要なポイントに

なる。 

② 主体的に学ぶ力の育成を図るためには，協働し

て学ぶ中でのＩＣＴの効果的な活用が重要な鍵を

握る。 

③ 課題を発見し解決する学習にＩＣＴを活用するこ
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とで，どの学習過程からでも柔軟に学習を始める

ことができ，学習過程と学習過程との行き来をス

ムーズにすることができる。 

あこれらのことから，ＩＣＴを活用した協働して学

びを深める授業においては，ＩＣＴの活用により往

還的な学習過程の進行を促し，いつでも課題発見に

立ち返ることや，児童生徒自らが課題の発見を行う

ことを可能にさせることが必要である。そして，課

題解決を図る過程で，児童生徒が双方向に教え合い

学び合う中で主体的に学ぶ力を発揮させる必要があ

ると考える。このことを示す授業モデルを図４に示

す。 

あ授業モデルにおける「課題発見」は，教師の意図

的な働き掛け及び児童生徒自身の探究的な学習によ

り，課題を発見することを示す。「課題発見」が中

央に位置しているのは，発見した課題の解決におい

て「情報収集」「整理・分析」「まとめ・創造・表

現」のどの過程からでも学習を始めることができる

こと，各過程で新たに課題を発見し，現在の課題を

深めることを想定している。双方向の矢印は，例え

ばまとめをしながら情報収集したり，整理・分析を

する中で即時にまとめや表現をしたりする等，ＩＣ

Ｔを活用することで往還的にどの学習過程からでも

始められることや，それぞれの過程をスムーズに行

き来することが可能であることを示している。その

ことにより，学習過程の要素が互いに深まり合うこ

とにつながる。ここには，各過程において，課題の

解決策を実施する活動を行うため，「実行」が要素

間の矢印に内包されていると考える。また，児童生

徒が学習を振り返る中で，新たな課題を見付けるこ

とも含む。そのため，「振り返り」の学習過程も要

素間の矢印の中に内包されていると考える。さらに，

主体的に学ぶ力が「知識活用の基礎ステージ」から

「応用・ひろがりのステージ」へつながり高まって

いくと捉え，段違いで示している。知識活用の基礎

ステージは，ＩＣＴを活用し，思考を可視化して意

見交流をしたり，他者と協働して調べたりする中で

新たな価値を見いだす等の学習を行う。応用・広が

りのステージは，教室の中での学びから教室を超え

た学びを表している。インターネット等を介して異

年齢，地域の方，専門家等と送受信したりする中で，

多様で変化し続ける課題を他者とともに解決する学

習を行う。ＩＣＴを活用することで，協働した学び

の充実を推進するとともに，ネットワークを利用し

て世界や本物とつながり，授業を超えて課題解決を

可能にすることもステージの高まりで表している。

また，応用・ひろがりのステージは，発達段階に伴

い，身に付けた主体的に学ぶ力の高まりを基にし，

高まった状態が知識活用の基礎ステージのスタンダ

ードとなり，さらなる応用・ひろがりのステージへ

の高まりにつながることを表す。 

(2) 授業モデルに基づいた授業構想 

あ図４の授業モデルに基づいた授業構想の例として

図５に知識活用の基礎ステージ，図６に応用・ひろ

がりのステージの算数科の事例を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ ＩＣＴを活用した協働して学びを深める授業モデル 
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ア 知識活用の基礎ステージ 

あ図５の知識活用の基礎ステージは，児童生徒の既

有の知識，経験に基づく活動を中心に行う中で主体

的に学ぶ力を育成するという考えで作成した。帯グ

ラフや円グラフのかき方を理解した後，様々な生活

アンケート結果を集約し，グラフに表す活動をする

ことで，身近な問題に目を向けるとともに協働して

課題解決するよさを味わうように仕組んでいく。Ｉ

ＣＴの活用で，データの加工や編集を即時的に行う

ことができ，何度でも再利用することが容易に行え

る。また，インターネットを利用すると，様々な具

体例も参考にすることができ，課題解決の充実を図

ることができると考える。さらに，ＰＣやタブレッ

ト型ＰＣから送信された情報を電子黒板で表示して

意見交流させることで，「調べる」「発表する」

「整理する」等の一連の学習過程を往還的に行うこ

とが可能となり，いつでも課題発見に立ち返り，各

学習過程の内容を互いに深めることにつながる。 

あこのように，ＩＣＴを活用することで課題発見や

解決に向けての協働した学びを格段に促進すること

ができるものと考える。 

イ 応用・ひろがりのステージ 

あ知識活用の基礎ステージで身に付けた主体的に学

ぶ力は，図６で示した応用・ひろがりのステージに

おいてさらに高まっていくと考える。応用・ひろが

りのステージでは，児童生徒の未知の経験の中での

活動，教師の想定を超えた学習を行う中で，主体的

に学ぶ力の育成を図っていく考えで作成した。 

あインターネットに接続できる環境下でＰＣやタブ

レット型ＰＣを活用して，意見を書き込んだり表示

させたり調べたりする活動が一台の機器で行うこと

ができ，一連の活動を合わせて行うことが可能であ

る。さらに，インターネットを利用した瞬時のリア

ルな情報収集により，教室の壁を超えて，児童生徒

の未知なる世界の課題解決の策を見いだすことがで

き，探究学習の充実を図ることができると考える。 

あこのことにより，課題解決をスムーズに進めるこ

とができるとともに学びを加速させ，他者と協働す

る力や考えを表現する力，学習を改善する力等の主

体的に学ぶ力の育成を効率的に行うことができると

考える。 

 

Ⅳ  一年次の研究のまとめ 

 

１ 成果 
○ ＩＣＴを活用して学習過程の往還的な進行を促

すことで，児童生徒の状況に応じた学習場面を

デザインすることや，即時性を生かすことでス

ムーズに学習の過程を行き来すること等，課題

発見・解決を効率的に進める可能性を見いだす

ことができた。 

○ 協働的な学びを充実させるＩＣＴの効果的な活

用により，児童生徒の主体的に学ぶ力を育成す

る授業モデルを作成することができた。 

 

２ 課題 
○ 次年度においては，授業モデルを基にした授業実

践を行い，主体的に学ぶ力の育成の評価や子供の

変容について検証する。 

 

おわりに 
あ本研究において御指導・御助言を与えていただい

た広島工業大学 情報学部 知的情報システム学科 

竹野 英敏教授，福山大学 人間文化学部 メディ

ア情報文化学科 内垣戸 貴之准教授を始め，研究

協力員の皆様，アンケートに御協力いただいた広島

県内の公立小学校，中学校，高等学校及び特別支援

学校の皆様，広島県内各教育事務所・支所，各市町

教育委員会の皆様に心から感謝申し上げる。 

 

【注】 

(1) 文部科学省(平成23年度）『教育の情報化ビジョン』に 

詳しい。http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/23/04/__icsFil 

es/afieldfile/2011/04/28/1305484_01_1.pdf 

(2) 文部科学省(平成26年度）『学びのイノベーション事 

業実証研究報告書』に詳しい。http://www.mext.go.jp/b/ 

shingi/chousa/shougai/030/toushin/1346504.htm 

(3) 文部科学省（平成25年）『教育振興基本計画』に詳 

 しい。http://www.mext.go.jp/a_menu/keikaku/detail/__icsFiles 

/afieldfile/2013/06/14/1336379_02_1.pdf 

(4) 内閣府（平成15年）：『人間力戦略研究会報告書』に 

詳しい。http://www5.cao.go.jp/keizai1/2004/ningenryoku/04 

10houkoku.pdf 

(5) 厚生労働省（平成16年）：『若年者就職基礎能力修得 

のための目安策定委員会報告書』に詳しい。http://www. 

mhlw.go.jp/houdou/2004/07/dl/h0723-4h.pdf 

(6) 経済産業省（平成18年）：『社会人基礎力 育成の手 

引き』に詳しい。http://www.wakuwaku-catch.com 

(7) 文部科学省（平成20年）：『学士課程教育の構築に向

けて』に詳しい。http://www.mext.go.jp/component/b_menu 

/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2013/05/13/1212958_001.p 

df 

http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/23/04/__icsFil
http://www.mext.go.jp/b/
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa
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(8) 総務省（平成26年）：総務省Ｗｅｂページ『先導的教 

育システム実証事業』に詳しい。http://www.soumu.go.jp 

(9) 文部科学省（平成26年）：文部科学省Ｗｅｂページ 

『先導的な教育体制構築事業』に詳しい。http:/ /www. 

mext.go.jp/ 
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